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１学期 読み聞かせ絵本リスト

●先生のおすすめ絵本●

大塚健太・作/柴田ケイコ・絵

/PIE international

も も 組

●たんぽぽ

●おさるのジョージ しょうぼうしゃにのる

●ぜったいねないからね

●どっちがへん？

●カエルのおでかけ

●かえるくんと あたらしい おともだち

●くちのとじかた、おしえてください

●てんてんきょうだい

●ふしぎなカサやさん

●ねこいる！ いる！

●ねこいぬちゃん

ふ じ 組

●もったいないばあさん

●へろへろおじさん

●おにぎりに はいりたいやつよっといで

●なまえのないねこ

●まちには いろんな かおが いて（こどものとも9）

●ねこのピート

●りんごかもしれない

●ふしぎなカサやさん

●てんてんきょうだい

●ボンバルボンの おとどけもの

●2ひきのかえる

●もう おねしょ しません

●たなばたものがたり

す み れ 組 たんぽぽ組

♪ぶれーめんでは、引き続き読み聞かせをしていただけるメンバーを募集しております！ご興味のある

方は担任の先生、バスの添乗員担当へお声がけください♪

歯がぬけた 中川ひろたか・作 大島妙子・絵 / PHP研究所

タイトルの通り、主人公の｢ぼく｣の歯が抜けたお話。初めて歯が抜けたことでお父さん

やお母さんといろいろな話が広がります。｢赤ちゃんの時に最初に生えてきた歯だから

最初に抜けるんだね｣とか、｢お母さんが子供の頃は縁の下にすてたのよ｣とか。｢ぼく｣

は抜けた歯を大事に瓶に入れて、この歯をどうしようかな・・・と想像を膨らませ、最後は

とってもいいアイディアを思いついたようです。どんなアイディアだったのか、ぜひ絵本

を手に取って読んでみてください。

5歳、6歳は徐々に歯が抜けていく年齢ですね。もも組の子でも歯が抜ける子が増え、

｢見て見て｣｢○個抜けたよ｣｢グラグラしてる～｣と口のを中見せてくれます。もちろんまだ

の子もいますが皆通る道。きっとドキドキしていることでしょう。皆さんの家庭では抜け

た歯はどのようにしていますか？保管してるかな？それとも処分かな？ともあれ、子ど

も達は一歩一歩成長をしていますね ＜もも組 T先生＞

●パンダのがらをなんにする？

●おばけのかわをむいたら

●イカになあれ

●とびません。

●てんとうむしくん と かたつむりく

ん（こどものとも年中）

●ケーキ（こどものとも年少）

●10ぴきのかえる

●もしも ぼくの せいが のびたら

●らっこ もじゃもじゃっこ

●ぼうし とったら

●ころちゃんはだんごむし

●おしえてくやさーい

●いかだにのって

●ちょき ちょき

●がったい！

●きれいなはこ

●イカになあれ

●とびません。

●おやつが ほーい どっさり ほい

●りんごりらっぱ

●てんとうむしくんとかたつむりくん（こどものとも年

中）

●ケーキ（こどものとも年少）

●なにをたべてきたの？

●きれてる

・いつつごうさぎとはなのゆうえんち ・おすしが ふくをかいにきた

・ぼくのいえ ･おすしが あるひたびにでた

・どんぐりず ・Michi

・ぞうさん うんちしょうてんがい ・だいじ だいじ どーこだ？

・さくらがさくと ・ぞうちんとパンツのくに

・なん なん なん？ ・クリスマスのおばけ

・おおかみの おなかのなかで ・クリスマスにはおくりもの

・おにぎりに はいりたいやつよっといで ・トミカをさがせ！

・きれいなかざり たのしいまつり ・チャレンジミッケ！③コレクション

･オレは最強だったから/ボクは弱虫だったから ・チャレンジミッケ！④サンタクロース

・はなくそにんじゃ ・チャレンジミッケ！⑩まほうとふしぎのくに

・がったい！

・十二支のおはなし

わかやま けん 作・絵 / こぐま社

新書リスト 2学期より貸し出しがスタートします＊

みやにしたつや・作絵

/金の星社

雨宮ヒカル･著
/PIE international

にしまきかやこ・作/こぐま社

みんな大好きなほっとけーき。しろくまちゃんがお母さんと一緒にほっとけーきを作り、

焼き上がるまでの様子が楽しく描かれている絵本です。

子どもたちは｢まぜまぜ｣｢じゅー！｣としろくまちゃんの動きを真似したりしながら楽し

んで見ていました。｢おいしそう！｣｢たべたい！｣という声もたくさん聞かれ、絵本の世界

に夢中になっていました。絵本を読み終えた後に｢今度はみんなも幼稚園でしろくま

ちゃんみたいにほっとけーき作ろうね｣と話をすると｢やったー！｣｢楽しみ！」と期待を膨

らませる子どもたちの姿が見られました。

子どもたちの想像力や｢やってみたい」という気持ちを引き出してくれる一冊になって

います。 ＜つばめ組 N先生＞

しろくまちゃんのほっとけーき


